
一 般 質 問市政について問う！

カ
ス
ハ
ラ
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長
／
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
事
業
所
や
行
政
機
関
を
問
わ
ず
、
そ

の
行
為
に
よ
り
従
業
員
等
に
過
度
な
精
神

的
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
と
と
も
に
、
ほ
か

の
顧
客
等
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
阻

害
さ
れ
る
な
ど
多
大
な
損
失
を
招
く
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
策
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
市
に
お

い
て
は
安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
図
る
観
点
か
ら
、
職
員
に
対
す
る
言
動

が
一
定
の
限
度
を
超
え
、
職
員
の
就
業
環

境
が
害
さ
れ
る
場
合
に
は
、
毅
然
と
し
た

問答

態
度
、
対
応
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
事
業
所
に
つ
い

て
も
、
働
く
方
に
と
っ
て
良
好
な
環
境
と

な
る
よ
う
、
効
果
的
な
支
援
に
努
め
る
な

ど
、
市
全
体
で
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
絶
対
に
許
さ
な
い
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
く
。

市
職
員
等
に
対
す
る
カ
ス
ハ
ラ
へ
の

具
体
的
な
対
応
は
。

政
策
推
進
部
長
／
担
当
部
署
の
み
で

の
解
決
が
難
し
い
案
件
等
に
つ
い
て
は
、

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、
警

察
を
含
め
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答

カスハラを許さない沼津市
になるための取組は

深
田
　
　
昇

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
復
旧

に
関
す
る
災
害
協
定
書
の
締
結
に
対
す
る

本
市
の
認
識
は
。

危
機
管
理
監
／
災
害
発
生
後
、
被
災

地
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
復
旧
・
復
興
の

た
め
に
は
、
民
間
企
業
や
関
連
団
体
、
県

外
自
治
体
か
ら
の
支
援
が
重
要
で
あ
り
、

災
害
協
定
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本

市
は
民
間
企
業
や
自
治
体
等
と
二
百
四
件

の
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
自
治
体
に
つ

い
て
は
、
県
外
の
長
野
県
上
田
市
、
埼
玉

県
戸
田
市
、
富
山
県
高
岡
市
、
東
京
都
江

東
区
、
滋
賀
県
長
浜
市
と
協
定
を
締
結
し
、

問答

災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

停
電
復
旧
時
に
お
け
る
通
電
火
災
へ

の
対
策
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

危
機
管
理
監
／
消
防
庁
は
、
令
和
六

年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
大
規
模
火
災

の
原
因
と
し
て
、
地
震
で
損
傷
し
た
電
気

配
線
が
原
因
で
出
火
す
る
電
気
火
災
の
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
強
い
揺
れ
を
感
知
し
た
際
に
電
気
を

自
動
的
に
止
め
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
が
有
効
と
認
識
し
て
い
る
が
、復
電
後
の

通
電
火
災
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
留
意
点
も
併
せ

て
そ
の
有
効
性
を
市
民
へ
周
知
し
て
い
く
。

問答

大規模災害などの復旧に関する　
災害協定書の締結に対する認識は

佐
藤
　
健
一
郎

本
市
に
お
け
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
建
物
総
数
と
そ
の
内
の
旧
耐
震

基
準
に
よ
る
建
物
及
び
築
六
十
年
以
上
の

建
物
の
数
は
。
ま
た
、
建
物
の
管
理
組
合

の
設
置
状
況
は
。

都
市
計
画
部
長
／
本
市
が
実
施
し
た

実
態
調
査
で
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

百
八
十
四
棟
の
う
ち
百
二
十
八
棟
で
管
理

組
合
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
旧

耐
震
基
準
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
三
十
一
棟

の
う
ち
二
十
五
棟
で
管
理
組
合
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
市
内
に
築
六
十
年
を

超
え
る
物
件
は
な
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度
の

問答問

認
定
件
数
向
上
の
取
組
は
。

都
市
計
画
部
長
／
本
制
度
は
適
正
な

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
図
る
上
で
、
非
常
に

有
効
な
制
度
で
あ
る
一
方
、
認
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
高
い
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
認
定
件
数
の

向
上
を
図
る
に
は
、
認
定
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
軽
減
措
置
等
の
メ
リ
ッ
ト
や
長
期

的
か
つ
適
正
な
管
理
計
画
の
必
要
性
を
住

民
や
管
理
組
合
等
に
周
知
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
を
利
用
し
た
広
報
を
実
施
す
る
ほ

か
、
新
築
計
画
時
に
は
認
定
に
向
け
た
積

極
的
な
案
内
を
行
っ
て
い
く
。

答

マンション管理計画認定制度の
認定件数向上に向けた取組は

渡
部
　
一
二
実

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
沼
津
の
取
組

状
況
と
、
市
民
の
意
識
や
課
題
把
握
に
向

け
た
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
令
和
二
年
度
の
市

民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の
ま
ち
沼
津
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
九
割
以
上
の
人
が
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
も
の
の
、
約
半

数
の
人
が
同
競
技
を
や
っ
て
み
た
い
と
考

え
、
大
会
の
観
戦
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
本
市
で
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
沼
津
推
進
協
議
会
を

中
心
に
、
選
手
育
成
の
拠
点
整
備
な
ど
を

問答

図
る
環
境
整
備
事
業
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を

日
常
的
に
楽
し
む
裾
野
拡
大
事
業
、
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
輩
出
を
目
指
す
シ
ン
ボ
ル
フ
ェ

ン
サ
ー
育
成
事
業
、
全
国
規
模
の
大
会
を

受
け
入
れ
る
大
会
・
合
宿
誘
致
事
業
の
四

つ
の
事
業
を
柱
に
取
組
を
進
め
た
結
果
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
市
民
へ
の
普
及
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
を
通
じ
た
観
光
交
流
人
口
の
拡

大
、
地
域
活
性
化
等
様
々
な
成
果
を
挙
げ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の

取
組
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
事
業
成
果

や
課
題
の
把
握
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

適
切
に
機
を
捉
え
、
市
民
意
識
と
課
題
の

把
握
を
実
施
し
て
い
く
。

フェンシングのまち沼津に対する
市民意識と課題把握の取組は

大
草
　
　
満
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